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教 室 関 係

S定員の増加
51年度から学生定員が 1学年 20名となった｡ 大学発足当時の 12名から15名,18名と 漸増

して20名の大台にのったわけで,新 1年生は合格者 21名,4名が辞退 して17名か入学 した｡

S人間文化研究科 (博士課程 )の新設
今年度から待望久 しかった博士課程人間文化研究科か発足 した｡ これは全 く新 しい構想によるもの

で,既設の学部及び修士課程から切 り離 し,全学を一本にした独立の課程で,第一年度には比戟文化

学(定員 15名 )∧間発達学 (10名 )の2つの専攻が開設され,第二年度に人間環境学 (8名 ) の

設置がみこまれている｡ この専攻の中に大講座とよばれる複数の研究グrL,-プかあり,浅井 ･式の両

先生か比戟文化学専攻の中の比較社会構造論の講座を担当されてVlる｡また 13回生の′｣､玉実意子さ

んが難関をパスして入学 した｡

学 会 関 係

氏 名 学 会 誌 等フ一 マ
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